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Aerodynamic drag accounts for a large portion of the total resistive force when the solar car is running in the race. It 

is a significant power loss at any speed above 40 km/h. In this paper, an approximate simulation model is presented 

on MATLAB Simulink. We tried to calculate aerodynamic drag and average speed by using measured value of Solar 

Car on the simulation model.
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1. は じめ に

ソー ラー カ ー は、 太 陽 の光 エ ネ ル ギ ー を 太 陽 電 池

パ ネ ル で 電 気 エ ネ ル ギー に変 換 し、電 気 モ ー タで 走

行 す る。本 校 の ソー ラ ー カ ー 製 作 は 「もの創 り教 育 」

の 一 環 と して1995年 か ら取 り組 み 、ソー ラー カ ー レ

ー ス 鈴鹿 に は
、1996年 第5回 大 会 か ら参加 して い る。

当 初 か ら太 陽 光 エ ネ ル ギー の効 率 的 な利 用 と駆 動 制

御 技 術 に注 目 し、 電 気 二 重 層 キ ャパ シ タ(EDLC)や

イ ンホ イ ー ル モ ー タ を搭 載 して き た。 ま た エ ネ ル ギ

ー の 有 効 利 用 に は負 荷 の状 態 す な わ ち 走行 状 態 を 把

握 す る必 要 が あ り、 従 っ て 車 両位 置 や 速 度 等 を計 測

し通 信 す るテ レ メ トリー シ ス テ ム の確 立 が 重 要 で 、

この た め各 種 計 測 器 の導 入 や 計 測 技 術 の 開発 も行 っ

て きた 。

これ らの 経 緯 か ら、 これ ま で導 入 した各 種 計 測器

を 活 用 し、 積 極 的 に総 合 的 な観 点 か らエ ネ ル ギ ー の

利 用 効 率 を さ ら に 向上 させ る に は 、 ソー ラー カ ー の

シ ミ ュ レー シ ョンモ デ ル を構 築 す る こ とが 必 要 で あ

る と考 え、 そ の 研 究 を行 っ て き た。

前 回 ま で の 報 告 で は 、CACSD(computeraided

controlsystemdesign)の 一 つ で あ るMATLAB・

Simulinkを 用 い 、空 気 抵 抗 を線 形 近 似 で 考 慮 した ソ

ー ラー カ ー の シ ミュ レー シ ョン モデ ル を示 した が
、

今 回 の 報 告 で は 、実 際 の ソー ラ ー カ ー レー ス の デ ー

タ を用 い て シ ミュ レー シ ョン モ デ ル を評 価 した の で

報 告 す る。

2.ソ ー ラ ー カ ー の 概 要

本 報 告 で 使 用 した ソー ラ ー カ ー の 外 観 と仕 様 を

図1、 表1に 示 す 。 ソー ラ ー カ ー レー ス 鈴鹿 に お い

て は 、 使 用 す る ソー ラー パ ネ ル 発 電 出 力 、 蓄 電 池 の

種 類 と容 量 、 車 体 寸 法 な どに つ い て ク ラス 分 け され

て い る。 そ の ク ラ ス は オ リン ピア ク ラ ス 、 ド リー ム

ク ラス 、 チ ャ レン ジ ク ラ ス 、 エ ンジ ョイ ク ラス に 区

分 され 、 本 校 は4時 間耐 久 レー ス で あ るエ ンジ ョイ

Hク ラス に参 加 して い る。

図1ソ ー ラー カー 外 観
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